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市民税・県民税の納税方法
　市民税・県民税の納税（徴収）方法には、普通
徴収と特別徴収があります。
◎普通徴収
　自営業者等が該当し、通常６月、８月、10月、
翌年１月の４回の納期に分けて個人で納税する方
法です。
◎給与からの特別徴収
　サラリーマン等の毎月の給与から天引きし、６
月から翌年５月までの12回に分けて納税する方法
です。
◎公的年金からの特別徴収
　４月１日現在において65歳以上で、年額18万円
以上の公的年金を受給している人のうち、介護保
険料が公的年金から特別徴収されていて、平成24
年度に市民税・県民税が課税となる人が、原則と
して特別徴収の対象となります。
　なお、平成23年度年金特別徴収対象の人で平成
24年度も対象となる人は、平成23年度に通知済の
仮特別徴収税額が引き続き平成24年４月、６月、
８月に年金から天引きされます。

市民税・県民税の納税通知書の発送
　給与特別徴収の納税通知書を５月中旬に事業所
へ、普通徴収の納税通知書を６月上旬に納税義務
者へそれぞれ発送する予定です。

市外に住んでいる家族を扶養している場合
　扶養対象者の所得について、住所地の市区町村
に照会をし、扶養できるかどうか確認しています。
なお、住所地が不明などの理由で確認できない場
合は、申告した人に問い合わせをします。

給与・公的年金等以外の所得がある場合
　給与・公的年金等以外（平成24年４月１日にお
いて65歳未満の人は給与所得以外）の所得に係る
市民税・県民税については、確定申告などを行う
際に、確定申告書等の第二表の『給与・公的年金
等に係る所得以外（平成24年４月１日において65
歳未満の人は給与所得以外）の所得に係る住民税
の徴収方法の選択』欄にある、「自分で納付」の
部分にチェックを記入することにより普通徴収で
納めることができます。申告書の控えをご確認く
ださい。

申告書の内容の確認・訂正について
　市では、納税通知書を発送する前に、税務署で
申告した人の申告内容のうち、次の各項目につい
て確認し、必要に応じて訂正しています。
◦扶養にできない人を扶養にしているなど、受け
　られない控除を受けている場合
◦申告書の計算が誤っている場合
◦申告書の記載に不備がある場合
◦申告した給与や年金の金額と、市に届いている
　給与支払報告書や公的年金等支払報告書の金額
　が異なる場合
※確認・訂正のため、申告書の内容について、申
告した人に対して市から問い合わせをする場合が
あります。

平成24年度（平成23年分）所得・課税証明
書の交付は６月上旬からの予定です
　所得・課税証明書を交付できる人は次の①から④
までのいずれかに該当する人です。
①市民税・県民税の申告をした人
②確定申告をした人
③勤務している会社等から給与支払報告書が市へ
　提出されている人
④年金支払元から年金支払報告書が市へ提出され
　ている人
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　①から④までに該当しない人は、市に課税資料
がないため、申告をした後でなければ証明書を交
付することができません。（収入がない人や家族
の扶養になっている人でも、①から④までに該当
しない場合は同様です。）
※申告を受け付けた後で市民税・県民税の税額を
決定します。決定後、所得・課税証明書が交付で
きます。なお、税額の決定については、申告をし
てから最長で２か月程度かかります。

忘れていませんか！
市民税・県民税申告

　平成24年度市民税・県民税の申告期
限は３月15日でした。申告が必要な人
でまだ済ませていない人は、速やかに
申告をお願いします。
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　水洗化工事は、本
庄市下水道指定工事
店に依頼します。数
社から見積もりを出
してもらい検討する
のもよいでしょう。

　依頼する工事店が
決まったら、設計や
見積書等をよく確認
し、お互いに納得の
うえで契約をするよ
うにしてください。

　水洗化工事費の融
資あっせん制度を利
用することもできま
す。希望する場合は、
下水道課までご連絡
ください。

　水洗化工事を施工し
ます。工事はトイレや
台所、浴室などの排水
口と下水本管を結ぶ取
付管までをつなぐもの
です。

　工事が完了すると、
工事が適正に行われた
か確認するため、市職
員が検査に伺います。
ご協力をお願いします。

　融資あっせんを申し
込んだ人には、検査後
に『検査済通知書』を
送ります。『通知書』
を持って金融機関で手
続きをしてください。
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